
15 

緑
1,530

緑
2,465

北
1,003

天白
1,332

南
392

守山
598

名東
887

瑞穂
352

西
453

その他
2,686

その他
2,945

その他
1,924

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000

豊田市

刈谷市

小牧市

製造業（総数：61,233人）

（人）

北
262

緑
285

中川
155

守山
183

南
169

港
83

西
131

瑞穂
68

中村 25

その他
517

その他
398

その他
148

0 200 400 600 800 1,000 1,200

小牧市

東海市

弥富市

卸売業，小売業（総数：24,893人）

（人）

北
356

緑
347

港
407

守山
273

南
268

中川
290

西
194

港
239

緑
78

その他
609

その他
521

その他
282

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600

小牧市

東海市

弥富市

運輸業，郵便業（総数：16,163人）

（人）

図 15. 産業（大分類）別、15歳以上就業者の各区から県内他市町村への流出数 
（全市において流出数の多い上位 5位の産業で、流出先上位 3市町村を掲載）

 産業（大分類）別に 15 歳以上の就業者の県内他市町村への流出をみると、「製造業」では流出
の多い順に豊田市、刈谷市、小牧市となっている。特に豊田市、刈谷市への流出を区別にみてみ
ると、緑区からの流出が最も多く、それぞれ 1,530 人、2,465 人の流出となっている。また、「医
療，福祉」においても緑区から豊明市に 1,337 人と大きく流出しており、「医療，福祉」における
豊明市への流出数の半数以上を占めている。 
 流出数の多い上位 5 産業で、流出先上位 3 市町村への流出を区別にみると、緑区、北区、守山
区、中川区、港区、名東区といった周辺区からの流出が多くなっている。          【図 15】 

流入が最も多い産業は「卸売業，小売業」で 82,699 人の流入 「製造業」で豊田市、刈谷市への流出は、緑区からが最も多い 
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図 16. 産業（大分類）別、15 歳以上就業者の県内他市町村から各区への流入数 
（全市において流入数の多い上位 5位の産業で、流入元上位 3市町村を掲載） 

注）総数は他県への流出数を含む。

 産業（大分類）別に 15歳以上の就業者の県内他市町村からの流入をみると、「卸売業，小売業」
では流入の多い順に春日井市、一宮市、東海市となっている。この 3 市からの流入先を区別にみ
ると、中区への流入が最も多く、中村区への流入数も 3位以内に入っている。また、「情報通信業」
では、流入の多い順に春日井市、一宮市、稲沢市となっている。この 3 市の流入先を区別にみる
と、3市とも流入の多い順に中区、中村区、東区となっており、この３区でそれぞれの市の流入数
の７割以上を占めている。                           【図 16】 

「卸売業，小売業」では、流入数の多い上位 3市すべてで中区への流入が 1位 
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注）総数は他県への流出数を含む。

 産業（大分類）別に 15歳以上の就業者の県内他市町村からの流入をみると、「卸売業，小売業」
では流入の多い順に春日井市、一宮市、日進市となっている。この 3 市からの流入先を区別にみ
ると、中区への流入が最も多い。また、「情報通信業」では、流入の多い順に春日井市、一宮市、
稲沢市となっている。この 3市の流入先を区別にみると、3市とも流入の多い順に中区、中村区、
東区となっており、この３区でそれぞれの市の流入数の７割以上を占めている。 

【図 16】     

「卸売業，小売業」では、流入数の多い上位 3市すべてで中区への流入が 1位 
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図 19. 職業（大分類）別、15 歳以上就業者の各区から県内他市町村への流出数 
（全市において流出数の多い上位 5位の職業で、流出先上位 3市町村を掲載） 

 職業（大分類）別に 15 歳以上の就業者の県内他市町村への流出をみると、「専門的・技術的職
業従事者」では、流出の多い順に豊田市、刈谷市、春日井市となっている。また、「事務従事者」、
「生産工程従事者」、「販売従事者」においても、豊田市、春日井市、刈谷市が上位 3 位を占めて
いる。 
流出の多い上位 5 職業で、流出先上位 3 市町村への流出を区別にみると、緑区、天白区、守山

区、北区といった周辺区からの流出が多くなっている。             【図 19】 

「専門的・技術的職業従事者」の豊田市への流出は天白区、緑区から多い 
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「専門的・技術的職業従事者」の豊田市への流出は天白区、緑区から多い 
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図 20. 職業（大分類）別、15歳以上就業者の県内他市町村から各区への流入数 
（全市において流入数の多い上位 5位の職業で、流入元上位 3市町村を掲載） 

注）総数は他県への流出数を含む。

 職業（大分類）別に 15 歳以上の就業者の県内他市町村別への流入をみると、「事務従事者」で
は、流入数の多い順に春日井市、一宮市、尾張旭市となっている。「事務従事者」、「販売従事者」、
「専門的・技術的職業従事者」で流入数の多い上位 3 市の流入先を区別にみると、全ての市で中
区へ流入が最も多くなっている。一方、「生産工程従事者」では、守山区、西区、南区といった周
辺区が上位に入ってきている。                         【図 20】 

「事務従事者」では、流入数の多い上位 3市すべてで中区への流入が 1位 
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